
 

国土強靱化 民間の取組事例 443  被災者等の支援 

地域を守る！ ▶被災者等の支援 21 復旧・復興を支援する 

443 作業船のGPS位置把握で進める災害時の輸送・復旧作業の効率化 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

一般社団法人長崎県港湾漁港建設業協会 
【平成 29 年】 

6010005019062 その他事業者 
【サービス業（他に分類されないもの）】 

長崎県 

 長崎県は、離島・半島などの条件不利地域を抱え、点在する

漁港・港湾の背後地には多くの集落が存在している。災害時

には、緊急支援、災害直後の応急工事、災害復旧事業などは

海路からの外部支援に頼らざるを得ない。そのため、港湾漁

港建設業者の保有する作業船の効率的な配置や迅速な対応が

重要となる。しかし、作業船の手配を紙や電話によって行う

ことで相当な時間がかかることが課題となっていた。 

 そこで一般社団法人長崎県港湾漁港建設業協会は、一般社団

法人全日本漁港建設協会と共同で、長崎県の港湾漁港建設業

者が保有する作業船に GPS と位置情報を発信する機器を設置し、作業船の位置情報を管理できるク

ラウドシステムを構築した。同システムで管理される作業船位置情報を港湾漁港建設業者、港湾漁

港行政担当部局に共有することで、災害時の緊急物資輸送及び応急復旧作業の効率化を図っている。 

 平成 29 年 3 月時点で、会員が保有する作業船 70 隻のうち、半数に当たる 35 隻に上述の GPS 装

置、発信機を設置しシステムを運用している。同取組は、災害対応、作業船の生産性向上のみなら

ず、適正な回航費計上にも活用が期待されている。 

 

▲航路表示システムと作業船 


